
 
アプリケーションノート   239：パラレルポート経由でVizardからAcqKnowledge®に信号を送信する 

このアプリケーションノートではパラレルポートの接続と STP100C を使用して Vizard から AcqKnowledge

へデジタル信号を送信するために必要な設定を説明します。 

 
ハードウェアコンポーネントと設定  

・	 Vizard ワークステーション 
・	 AcqKnowledge ワークステーション	 

・	 STP100C モジュールとパラレルケーブル（CBL110C）を含む MP150 システム	 

Vizardワークステーションのパラレルポート及びSTP100Cピンコネクタにパラレルケーブルを接続します。 

 
ソフトウェア設定  

Microsoft の.NET	 framework がインストールされている必要があります。Parallel	 port	 example	 	 

のフォルダを Vizard ワークステーションにコピーし、解凍してください。これには次のファイルが含まれ

ます： 
Parallel  port  example.py               -	 	 サンプルプログラム	 

BiopacComm.py                        	 	 	 -	 	 デジタル信号を送信するために必要なファイル	 

inpout32.dll                                       -	 	 BiopacComm.py に必要なファイル	 

ParallelPortFinder.exe                     -	 	 パラレルポートアドレスを取得するために必要なファイル	 

ParallelWriter.dls                              -	 	 BiopacComm.py に必要なファイル	 

	 

1. Vizard マシーンのパラレルポートのアドレスを特定してください。Parallel	 Port	 Finder のファイル

を実行してください。Address	 As	 Hex フィールドに注意してください。（パラレルポートが見つから

なかった場合、パラレルポートが BIOPS で有効になっているか確認してください。）	 

  

2.	 Parallel	 port	 example.py を開き、パラレルポートアドレスを入力してください。（0x0378 の値はデフ

ォルトで入力されます。）   	 



           

3.	 AcqKnowledge を起動し、“Digital	 lines.acq”ファイルを開いて［開始］をクリックしてください。	 

・あるいは新しいファイルを作成し、デジタルチャンネル 8-15 を有効にして［開始］をクリックしてくだ

さい。	 

	 

4.	 Parallel	 port	 example.py を実行し、High に設定したいデジタルチャンネルに対応するボックスにチ

ェックを入れてください。準備ができたら［送信］をクリックしてください。	 

	 

AcqKnowledge にデジタルパルスが見えなければなりません。パルスの継続時間を変更、または通信プロト

コルをカスタマイズするには BiopacComm.py を編集してください。	 

	 

詳細に関しては当社のアプリケーションノートの欄を参照してください。 


